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土地利用転換行為に関する運用指針について 

 

 土地利用転換行為に関する運用指針については、環境の保全を図りつつ、地域の自然的、

社会的、経済的及び文化的な生活環境の確保と均衝ある発展を図ることを基本理念とし、

総合計画をはじめ、都市計画マスタープラン、農業振興整備計画などの市の方向性を示し

た内容に基づき、具体的な利用に即した運用指針としています。 

    

○土地利用の区分 

 土地利用転換行為に関する運用指針を示すにあたり次の５つの地域に分類しています。 

①用途指定地域 

②農用地Ａ地域  ・・・ 「農業振興地域内農用地区域」の農用地・農業用施設用地

であって土地利用転換行為に関する運用指針による農用地

Ｂ地域以外の区域にある地域 

③農用地Ｂ地域  ・・・ 「農業振興地域内農用地区域」の農用地・農業用施設用地

であるが都市的土地利用をある程度受け入れる地域 

④山林            ・・・ 保安林及び用途地域内を除く地域森林計画対象民有林 

⑤その他の用途無指定地域 

 

※この指針は土地利用転換行為に関する考え方を示すものであり実際の農振除外及び 

農地転用許可については個別法による判断となります。 


